
Ⅲ 重点施策への関心・認識 

鳥取県が重点的に施策を展開している事業についての認識や意識をお聞きします。 

 

＜女性の活躍推進について＞ 

 

問５ あなたは、次の言葉をご存知ですか。それぞれひとつずつに〇をしてください。  

 

～「知っている」割合は「ワーク・ライフ・バランス」が約４割、「男女共同参画社会」が６割～ 

 

ワーク・ライフ・バランスについて「知っている」が39.7％、一方、「知らない」が28.1％となっている。男

女共同参画社会について、「知っている」が60.0％、「知らない」が9.9％となっている。 

平成29年度-令和元年度を比較してみると、29年度からワーク・ライフ・バランスを「知っている」は6.7ポ

イント、男女共同参画社会を「知っている」は5.9ポイントそれぞれ増加している。 

年代別でみると、「ワーク・ライフ・バランス」「男女共同参画社会」のいずれも20歳代で「知っている」

の割合が高くなっている。 

一方、「知らない」は「ワーク・ライフ・バランス」では60歳代以上の割合が高く、「男女共同参画社会」

では30～40歳代の割合が高くなっている。 

性・年代別でみると、「ワーク・ライフ・バランス」を「知っている」の割合は男性が40歳代以下、女性は

20歳代で、「男女共同参画社会」を「知っている」の割合は男性の20～30歳代、女性の20歳代で高くなっ

ている。 

 一方、「知らない」の割合は「ワーク・ライフ・バランス」では男女とも 60 歳代以上で高く、「男女共同参画

社会」では男性の 50 歳代以下、女性の 30 歳代、及び 60 歳代以上で高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ワーク・ライフ・バランス 

２ 男女共同参画社会 

33.0 
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39.7 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H29年度調査(n=1,450)

H30年度調査(n=1,324)

R１年度調査(n=1,500)

H29年度調査(n=1,450)

H30年度調査(n=1,324)

R１年度調査(n=1,500)

図25 あなたは次の言葉をご存知ですか

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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38.6 

18.2 

57.6 

53.4 

46.6 

47.0 

43.2 

30.6 

22.1 

12.5 

53.8 

51.7 

52.6 

52.3 

40.6 

32.0 

27.9 

60.0 

54.0 

43.5 

43.2 

44.6 

29.7 

17.8 

20.0 

40.6 

37.9 

39.8 

27.3 

30.3 

30.4 

30.5 

9.1 

27.3 

27.4 

28.0 

28.4 

28.0 

32.5 

37.0 

37.5 

23.1 

27.6 

30.3 

23.9 

34.4 

32.6 

32.8 

30.0 

27.6 

27.0 

31.6 

24.6 

32.5 

41.1 

20.0 

30.7 

25.5 

32.1 

27.3 

28.1 

26.5 

29.0 

36.4 

12.1 

17.1 

24.9 

24.2 

28.0 

33.9 
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15.4 
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28.7 

25.2 

30.3 
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26.7 
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18.2 

2.0 

1.5 

1.9 

36.4 
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0.4 
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3.9 

37.5 

7.7 
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1.1 
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26.7 
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27.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(1500)

男性(596)

女性(893)

無回答(11)

18～19歳（33）

20～29歳（146）

30～39歳（193）

40～49歳（264）

50～59歳（271）

60～69歳（431）

70歳以上（154）

無回答(8）

18～19歳（13）

20～29歳（58）

30～39歳（76）

40～49歳（109）

50～59歳（96）

60～69歳（181）

70歳以上（61）

18～19歳（20）

20～29歳（87）

30～39歳（115）

40～49歳（155）

50～59歳（175）

60～69歳（249）

70歳以上（90）

無回答（15）

東部（576）

中部（290）

西部（623）

無回答（11）

図26 「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を知っているか

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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全体(1500)

男性(596)

女性(893)

無回答(11)

18～19歳（33）

20～29歳（146）

30～39歳（193）

40～49歳（264）

50～59歳（271）

60～69歳（431）

70歳以上（154）

無回答(8）

18～19歳（13）

20～29歳（58）

30～39歳（76）

40～49歳（109）

50～59歳（96）

60～69歳（181）

70歳以上（61）

18～19歳（20）

20～29歳（87）

30～39歳（115）

40～49歳（155）

50～59歳（175）

60～69歳（249）

70歳以上（90）

無回答（15）

東部（576）

中部（290）

西部（623）

無回答（11）

図27 「男女共同参画社会」という言葉を知っているか

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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問６ 男女に関する役割などについてお聞きします。次の項目（設問）についてどう思われ 

ますか、項目ごとに表中のいずれかに〇を記入してください。       

 

～現実として「家事、子育て、介護が女性の役割」となっていると思う人が多数～ 

 

 男女に関する役割などについて、「そう思う」、「どちらかと言えばそう思う」を合わせると「現実として家事

が女性の役割となっている」が89.8％と最も割合が高く、次いで「現実として子育てが女性の役割となっ

ていると思う」が85.5％、「現実として介護が女性の役割となっていると思う」が74.7％となっている。 

また、平成29年度-令和元年度を比較してみると、「就職の機会に男女差は無いと思う」「就労環境、

待遇に男女差は無いと思う」「社会的立場や地位は男女とも平等だと思う」は「そう思う」の割合が少しず

つ増えている。 
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図28 男女に関する役割

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

１ 現実として家事が女性の役割となっていると思う 

３ 現実として介護が女性の役割となっていると思う 

２ 現実として子育てが女性の役割となっていると思う 

６ 就労環境、待遇に男女差は無いと思う 

４ 学校教育の場において男女差は無いと思う 

５ 就職の機会に男女差は無いと思う 

８ 性別に関係なく個人が輝ける社会になっている

と思う 

７ 社会的立場や地位は男女とも平等だと思う 

0.7 



問７ 女性が出産後も離職することなく、子育てと仕事を両立するために、行政が行うべき必要な施策は

何だと思いますか。（○は３つまで） 

 

～「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け」「育児による離職者を再雇用した企

業（雇用主）に対する経済的支援（補助金制度）」「男性の育児参加休暇（育児休業）取得に関して

企業（雇用主）に対する経済的支援（補助金制度）」が上位～ 

 

 女性が出産後も離職することなく、子育てと仕事を両立するために、行政が行うべき施策は、「ワーク・ラ

イフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け」が55.1％と最も割合が高く、次いで「育児による離職

者を再雇用した企業（雇用主）に対する経済的支援（補助金制度）」が51.4％、「男性の育児参加休暇

（育児休業）取得に関して企業（雇用主）に対する経済的支援（補助金制度）」が48.7％となっている。  

 平成30年度と比較してみると、「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け」が4.6ポイ

ント増加している。 

 年代別、性・年代別ともに、「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け」「育児による

離職者を再雇用した企業（雇用主）に対する経済的支援（補助金制度）」「男性の育児参加休暇（育児休

業）取得に関して企業（雇用主）に対する経済的支援（補助金制度）」は女性の 30 歳代以下で割合が高

くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.5 

52.1 

49.4 

37.5 

25.7 

19.5 

14.4 

10.3 

2.3 

55.1 

51.4 

48.7 

33.3 

25.8 

16.5 

13.8 

6.9 

3.4 

0% 20% 40% 60%

ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け

育児による離職者を再雇用した企業（雇用主）に対する経済的

支援（補助金制度）

男性の育児参加休暇（育児休業）取得に関して企業（雇用主）

に対する経済的支援（補助金制度）

企業（雇用主）対象のイクボス・ファミボス研修会の開催

夫婦間での家事・育児の分担を見直すような研修会の開催

従業員の仕事と育児の両立に関するアドバイザーの派遣

男性向けの育児の手法研修（講習）会の開催

その他

無回答

図29 子育てと仕事を両立するために、行政が行うべき施策（n=1,500）

H30年度 R１年度



図 30 女性が出産後も離職することなく、子育てと仕事を両立するために、行政が行うべき必要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上位1】

ワーク・ライ
フ・バランスを

実現できる労

働環境整備

の手助け

【上位2】

育児による離

職者を再雇

用した企業
（雇用主）に

対する経済

的支援（補助

金制度）

【上位3】

男性の育児

参加休暇（育

児休業）取得

に関して企業
（雇用主）に

対する経済

的支援（補助

金制度）

企業（雇用
主）対象のイ

クボス・ファミ

ボス研修会

の開催

夫婦間での
家事・育児の

分担を見直

すような研修

会の開催

従業員の仕
事と育児の両

立に関する

アドバイザー

の派遣

男性向けの

育児の手法

研修（講習）

会の開催 その他 無回答
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女性(893)

無回答(11)

18～19歳
（33）

20～29歳
（146）

30～39歳
（193）

40～49歳
（264）

50～59歳
（271）

60～69歳
（431）

70歳以上
（154）

無回答(8）
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問８ 介護と仕事を両立するために、行政が行うべき必要な施策は何だと思いますか。 

（○は３つまで） 

 

～「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け」「介護による離職者を再雇用した企

業（雇用主）に対する経済支援（補助金制度）」「男性の介護休暇（介護休業）取得に関して企業（雇

用主）に対する経済的支援（補助金制度）」が上位～ 

 

介護と仕事を両立するために、行政が行うべき施策は、「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環

境整備の手助け」が56.2％と最も割合が高く、次いで「介護による離職者を再雇用した企業（雇用主）に

対する経済的支援（補助金制度）」が52.3％、「男性の介護休暇（介護休業）取得に関して企業（雇用主）

に対する経済的支援（補助金制度）」が45.3％となっている。 

 平成30年度と比較してみると、「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け」が9.7ポイ

ント増加、「夫婦間での家事・介護の分担を見直すような研修会の開催」が2.4ポイント増加している。 

 年代別でみると、「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け」は40歳代以下の割合

が高くなっている。 

 性・年代別でみると、「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け」は男性の20歳代、

女性の40歳代以下で割合が高くなっている。「介護による離職者を再雇用した企業（雇用主）に対する経

済的支援（補助金制度）」は男性の40～60歳代、女性の20～30歳代で割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.5 

51.5 

49.4 

34.2 

25.2 

20.2 

18.5 

7.6 

2.9 

56.2 

52.3 

45.3 

27.9 

22.9 

22.6 

16.1 

4.8 

3.8 

0% 20% 40% 60%

ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け

介護による離職者を再雇用した企業（雇用主）に対する経済的

支援（補助金制度）

男性の介護休暇（介護休業）取得に関して企業（雇用主）に対

する経済的支援（補助金制度）

企業（雇用主）対象のイクボス・ファミボス研修会の開催

従業員の仕事と介護の両立に関するアドバイザーの派遣

夫婦間での家事・介護の分担を見直すような研修会の開催

男性向けの介護の手法研修（講習）会の開催

その他

無回答

図31 介護と仕事を両立するために行政が行うべき施策（n=1,500）

H30年度 R１年度



図 32 介護と仕事を両立するために、行政が行うべき必要な施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上位1】

ワーク・ライ

フ・バランスを

実現できる労

働環境整備

の手助け

【上位2】

介護による離

職者を再雇

用した企業

（雇用主）に

対する経済

的支援（補助

金制度）

【上位3】

男性の介護

休暇（介護休

業）取得に関

して企業（雇

用主）に対す

る経済的支

援（補助金制

度）

企業（雇用

主）対象のイ

クボス・ファミ

ボス研修会

の開催

従業員の仕

事と介護の両

立に関する

アドバイザー

の派遣

夫婦間での

家事・介護の

分担を見直

すような研修

会の開催

男性向けの

介護の手法

研修（講習）

会の開催 その他 無回答
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59.1 

27.3 
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65.8 

61.1 

56.1 
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55.5 

39.6 
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62.1 

47.4 

48.6 

55.2 

54.7 

39.3 

80.0 

67.8 

70.4 

61.3 

56.6 

56.2 

40.0 

33.3 

55.6 

56.2 

57.1 

36.4 

0% 40% 80%

全体(1500)

男性(596)

女性(893)

無回答(11)

18～19歳
（33）

20～29歳
（146）

30～39歳
（193）

40～49歳
（264）

50～59歳
（271）

60～69歳
（431）

70歳以上
（154）

無回答(8）

18～19歳
（13）

20～29歳
（58）

30～39歳
（76）

40～49歳
（109）

50～59歳
（96）

60～69歳
（181）

70歳以上
（61）

18～19歳
（20）

20～29歳
（87）

30～39歳
（115）

40～49歳
（155）

50～59歳
（175）

60～69歳
（249）

70歳以上
（90）

無回答（15）

東部（576）

中部（290）

西部（623）

無回答（11）
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問９ 男女ともにワーク・ライフ・バランスの実践を促す労働環境をつくるために、行政が行うべき必要な

施策（○はいくつでも） 

 

～「ワーク・ライフ・バランスを実現するための労働環境整備の支援」「企業（雇用主）対象の 

イクボス・ファミボス研修会等の開催」「部下の仕事と家庭の両立を応援する「イクボス・ 

ファミボス」の理念普及、機運醸成のための広報」が上位～ 

 

男女ともにワーク・ライフ・バランスの実践を促す労働環境をつくるために、行政が行うべき必要な施策

について、「ワーク・ライフ・バランスを実現するための労働環境整備の支援」が71.0％と最も割合が高く、

次いで「企業（雇用主）対象のイクボス・ファミボス研修会等の開催」が39.3％、「部下の仕事と家庭の両

立を応援する「イクボス・ファミボス」の理念普及、機運醸成のための広報」が38.2％となっている。 

 平成 30 年度と比較してみると、「ワーク・ライフ・バランスを実現するための労働環境整備の支援」が

15.7 ポイント、「部下の仕事と家庭の両立を応援する「イクボス・ファミボス」の理念普及、機運醸成のため

の広報」が 8.7 ポイント増加している。 

 年代別でみると、「ワーク・ライフ・バランスを実現するための労働環境整備の支援」は全ての年代で割

合が高く、「企業（雇用主）対象のイクボス・ファミボス研修会等の開催」「部下の仕事と家庭の両立を応援

する「「イクボス・ファミボス」の理念普及、機運醸成のための広報」は 50 歳代以上の割合が高い。 

 性・年代別でみても、「ワーク・ライフ・バランスを実現するための労働環境整備の支援」は男女とも全て

の年代で割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.3 

46.4 

29.5 

44.2 

34.5 

5.1 

8.2 

71.0 

39.3 

38.2 

30.0 

22.6 

4.3 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80%

ワーク・ライフ・バランスを実現するための労働環境整備の支援

企業（雇用主）対象のイクボス・ファミボス研修会等の開催

部下の仕事と家庭の両立を応援する「イクボス・ファミボス」の理念

普及、機運醸成のための広報

イクボス・ファミボスとしての取組の具体例（優良事例）の情報提供

イクボス・ファミボスの取組の必要性・メリットを広めるための講演会

等の開催

その他

無回答

図33 男女ともにワーク・ライフ・バランスの実践を促す労働環境をつくるために、行政が行う

べき施策（n=1,500）

H30年度 R１年度



図 34 男女ともにワーク・ライフ・バランスの実践を促す労働環境整備をつくるために、行政が行うべき必要な 

施策 

 

【上位1】

ワーク・ライ

フ・バランスを

実現するた
めの労働環

境整備の支

援

【上位2】

企業（雇用

主）対象のイ
クボス・ファミ

ボス研修会

等の開催

【上位3】

部下の仕事と

家庭の両立

を応援する

イクボス・ファ

ミボスの理念
普及、機運

醸成のため

の広報

イクボス・ファ

ミボスとしての

取組の具体
例（優良事

例）の情報提

供

イクボス・ファ

ミボスの取組

の必要性・メ
リットを広める

ための講演

会等の開催 その他 無回答
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無回答(11)
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（90）

無回答（15）

東部（576）
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無回答（11）
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問 10 男性の家事、育児、介護への積極的な参画を促進するために、行政が行うべき必要な施策（〇

は３つまで） 

 

～「男性の家事・育児・介護への参画を当たり前のことと捉える社会全体の機運の醸成」 

「ワーク・ライフ・バランスできる労働環境整備の手助け」「男性の家庭での活躍を促す、 

経営者・従業員に向けた職場における意識啓発」が上位～ 

 

 

男性の家事、育児、介護への積極的な参画を促進するために、行政が行うべき施策について、「男性

の家事・育児・介護への参画を当たり前のことと捉える社会全体の機運の醸成」が 64.1％と最も割合が高

く、次いで「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け」が 54.4％、「男性の家庭での活

躍を促す、経営者・従業員に向けた職場における意識啓発」が 45.5％となっている。 

  年代別でみると、「男性の家事・育児・介護への参画を当たり前のことと捉える社会全体の機運の醸

成」は全ての年代で割合が高く、「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け」は 20～

30 歳代、「男性の家庭での活躍を促す、経営者・従業員に向けた職場における意識啓発」は 20 歳代、

「男性向けの家事・育児・介護の手法研修（講習）会の開催」は 60 歳代以上の割合が高くなっている。 

  性・年代別でみると、「男性の家事・育児・介護への参画を当たり前のことと捉える社会全体の機運の

醸成」は男性の 50 歳代以上で割合が高くなっている。「ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境

整備の手助け」は男性の 20～30 歳代、50 歳代、女性の 70 歳代以下で割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.1 

54.4 

45.5 

29.7 

21.8 

4.3 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の家事・育児・介護への参画を当たり前のことと捉える社会全体の

機運の醸成

ワーク・ライフ・バランスを実現できる労働環境整備の手助け

男性の家庭での活躍を促す、経営者・従業員に向けた職場における意

識啓発
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その他

無回答

図35 男性の家事、育児、介護への積極的な参画を推進するために、行政が行うべき施策

（ｎ=1,500）



図 36 男性の家事、育児、介護への積極的な参画を促進するために、行政が行うべき必要な施策 
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＜鳥取県の現状と目指す姿について＞ 

 

問 11 鳥取県に暮らしていて、あなたは今どの程度「幸せ」ですか。 

 

～５「普通」から１０「とても幸せ」が約８割～ 

 

  幸福度について１０点満点で質問したところ、５「普通」が27.8％と最も高く、「７」が18.8％、「８」が

16.4％、「６」が12.7％と続き、「５普通」以上と回答した割合は84.5％となっている。 
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図37 鳥取県に暮らしていて、「幸せ」ですか（n=1,500）

H29年度 H30年度 R1年度



図 38 鳥取県に暮らして、「幸せ」ですか 
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問１2 あなたの「幸福度」を判断するときに、あなたが重視することはなんですか。 

（○はいくつでも） 

 

～「家計の状況」「自身の健康の状況」が６割以上～ 

 

幸福度を判断するときに重視することは、「家計の状況」が68.3％と最も多く、次いで「自身の健康の状

況」が66.5％、「家族関係」が53.6％となっている。 

同じ問いを調査した平成２９年度-令和元年度を比較してみると、上位３項は常に「家計の状況」「自身

の健康状況」「家族関係」となっている。また、「家計の状況」「自然環境（住みやすさ）」「自由な時間（充

実した余暇）」「職場（学校）の人間関係」は年度毎に増加している。 

年代別でみると、「家計の状況」「家族関係」は30～50歳代で割合が高く、「自身の健康の状況」は40

歳代から70歳以上にかけて割合が高くなっている。「自由な時間(充実した余暇)」「仕事（学校）の充実度」

「精神的なゆとり」「職場（学校）の人間関係」は20～30歳代で割合が高くなっている。 
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自身の健康の状況

家計の状況

図39 「幸福度」の判断で重視することは（n=1,500）

H29年度 H30年度 R1年度



 図 40 「幸福度」の判断で重視すること 
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29.7 

26.3 
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25.5 
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30.3 

34.9 

40.4 
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34.2 

33.9 
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45.0 
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4.4 

-

23.1 

25.9 

26.0 

18.2 

0% 40% 80%

15.9 

19.0 

14.0 

-

3.0 

10.3 

9.8 

16.7 

16.2 

20.9 

16.2 

-

-

8.6 

7.9 

22.9 

19.8 

24.9 

21.3 

5.0 

11.5 

11.3 

12.3 

14.3 

18.1 

13.3 

-

13.7 

17.6 

17.2 

9.1 

0% 40% 80%

2.3 

2.2 

2.5 

-

3.0 

2.7 

4.1 

2.7 

1.8 

1.6 

1.9 

-

-

-

2.6 

4.6 

-

2.2 

3.3 

5.0 

4.6 

5.2 

1.3 

2.9 

1.2 

1.1 

-

1.9 

1.7 

2.9 

9.1 

0% 40% 80%

1.7 

1.3 

1.2 

54.5 

-

1.4 

0.5 

1.1 

1.8 

1.6 

1.3 

62.5 

-

3.4 

1.3 

-

2.1 

1.1 

-

-

-

-

1.9 

1.7 

2.0 

-

46.7 

1.2 

2.4 

1.1 

36.4 

0% 40% 80%

性
別

年

代

別

男

性

女

性

性
・

年

代

別

地
域
別



問 13 他の都道府県と比べた鳥取県の強みや良さは何だと思いますか。（〇は１つ） 

 
～「自然環境に恵まれている」が約５割～ 

 
他の都道府県と比べた鳥取県の強みや良さについて、「自然環境に恵まれている」が50.9％と突出し

ており、次いで「人との絆・地域の結びつきが強い」が6.3％、「防災・治安への安心感」が5.3％となってい

る。 

一方、「他の都道府県と比べて鳥取の強みや良さがあるとは感じていない」は10.8％となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

50.9 

6.3 

5.3 

4.1 

3.3 

1.3 

1.2 

1.6 

10.8 

15.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然環境に恵まれている

人との絆・地域の結びつきが強い

防災・治安への安心感

時間にゆとりがある

子育て環境・教育が充実

行政との距離が近い

古い歴史と豊かな文化環境に恵まれている

その他

他の都道府県と比べて鳥取県の強みや良さがあるとは感じていない

無回答

図41 他の都道府県と比べた鳥取県の強みや良さ（ｎ=1,500)



図 42 他の都道府県と比べた鳥取県の強みや良さ 

 

 

 

 

 

 

【上位1】

自然環境に
恵まれている

【上位2】

人との絆・地

域の結びつ
きが強い

【上位3】

防災・治安へ
の安心感

時間にゆとり
がある

子育て環境・
教育が充実

行政との距離
が近い

古い歴史と豊
かな文化環

境に恵まれ
ている その他

他の都道府

県と比べて鳥
取県の強み
や良さがある

とは感じてい
ない 無回答
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45.2 

50.3 

54.5 

50.2 

52.9 

48.7 
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53.2 
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51.9 

47.5 

50.0 

40.2 

52.2 

55.5 

53.1 

53.8 

51.1 

26.7 

50.7 

49.3 

52.3 

18.2 

0% 40% 80%

全体(1500)

男性(596)

女性(893)

無回答(11)

18～19歳
（33）

20～29歳
（146）

30～39歳
（193）

40～49歳
（264）

50～59歳
（271）

60～69歳
（431）

70歳以上
（154）

無回答
(8）

18～19歳
（13）

20～29歳
（58）

30～39歳
（76）

40～49歳
（109）

50～59歳
（96）

60～69歳
（181）

70歳以上
（61）

18～19歳
（20）

20～29歳
（87）

30～39歳
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40～49歳
（155）

50～59歳
（175）

60～69歳
（249）

70歳以上
（90）

無回答
（15）

東部（576）

中部（290）

西部（623）

無回答（11）
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問 14 県が概ね 10 年の間に取り組んできた次の事項（施策の柱）について、あなたはどう評価しますか。

それぞれ５段階で回答をお願いします。 

 

～「安全安心で美味しい食の魅力を提供する「食のみやこ鳥取県」の推進と、農林水産業 

の展開」「人、物、情報の「大交流新時代」」「「あんしん医療体制」構築と「健康づくり文化」 

の創造」が上位～ 

 
 
 県が概ね 10 年の間に取り組んできた事項（施策の柱）の評価について、「評価する」と「やや評価する」

を合わせた割合は、「安全安心で美味しい食の魅力を提供する「食のみやこ鳥取県」の推進と、農林水

産業の展開」が 60.8％、「人、物、情報の「大交流新時代」」が 55.6％、「「あんしん医療体制」構築と「健

康づくり文化」の創造」が 50.1％と 5 割を上回っている。 

一方、「評価する」と「やや評価する」を合わせた割合が低いのは、「中山間地域の住民生活の安全・

安心を確保した「持続可能な地域づくり」」が 21.6％、「将来の地域を支える「人財」育成の推進」が

26.9％、「芸術・文化、スポーツの振興による地域の創造性の向上」が 27.9％と３割を下回っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18.5 

5.2 

19.7 

4.8 

3.5 

6.3 

5.4 

7.9 

11.1 

11.4 

5.3 

37.1 

23.3 

41.1 

28.3 

18.1 

26.9 

22.5 

28.1 

39.0 

35.1 

21.6 

21.3 

39.9 

24.4 

37.5 

38.5 

41.6 

41.3 

37.8 

31.5 

32.8 

41.7 

4.4 

9.5 

3.5 

8.5 

13.1 

6.9 

11.1 

7.9 

6.0 

6.1 

9.2 

1.6 

2.9 

1.3 

1.5 

3.1 

0.8 

2.9 

2.0 

1.7 

1.9 

2.5 

15.3 

17.1 

8.3 

17.5 

21.9 

15.4 

14.8 

14.3 

8.7 

10.7 

17.7 

1.9 

2.1 

1.8 

1.9 

1.7 

2.1 

2.1 

2.1 

2.1 

2.1 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①人、物、情報の「大交流新時代」

②新産業の展開といきいきと働ける就業環境の整備

③安全安心で美味しい食の魅力を提供する「食のみやこ鳥取

県」の推進と、農林水産業の展開

④新しい人の流れをつくり地域を活性化させる移住・定住の促進

⑤中山間地域の住民生活の安全・安心を確保した「持続可能な

地域づくり」

⑥災害に強い県土づくりと防災・危機管理体制整備の推進

⑦芸術・文化、スポーツの振興による地域の創造性の向上

⑧一人ひとりがそれぞれの個性と能力を発揮し、心豊かに暮ら

せる社会の実現

⑨「あんしん医療体制」構築と「健康づくり文化」の創造

⑩安心して子育てできる社会の実現

⑪将来の地域を支える「人財」育成の推進

図43 県の取組への評価（n=1,500）

評価する（取組は十分である、よくやっている） やや評価する

普通（どちらともいえない） やや評価しない

評価しない（取組は不十分である、努力する必要がある） よくわからない

無回答



問 15 概ね１０年後（2030 年頃）の鳥取県の将来は、現在と比べて明るいと思いますか。 

    （〇は１つ） 

 
～「わからない」が最も多い～ 

 
概ね 10 年後（2030 年頃）の鳥取県の将来は、現在と比べて明るいと思うかについて、「わからない」が

45.3％と最も割合が高く、次いで「どちらかといえば暗い」が 23.6％、「どちらかといえば明るい」が 18.7％

となっている。 

年代別でみると、「明るい」、「どちらかと言えば明るい」を合わせた割合は、概ね年代が若い程高くな

っている。２０歳代では「明るい」「どちらかといえば明るい」が「暗い」「どちらかといえば暗い」を上回るが、

３０歳代以上では「暗い」「どちらかといえば暗い」が上回る。 

性別でみると、男性は「暗い」「どちらかと言えば暗い」を合わせた割合が概ね３～４割と高いのに対し

て、女性は概ね２割台と低い。 

地域別でみると、「明るい」、「どちらかと言えば明るい」を合わせた割合は、西部地区が他の地域と比

べ高くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明るいと思う

4.5%

どちらかといえば明るいと思う

18.7%

わからない

45.3%

どちらかといえば暗いと思う

23.6%

暗いと思う

5.5%

無回答

2.3%

図44 10年後（2030年頃）の鳥取県の将来 （n=1,500）
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-
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23.3 

22.3 

19.3 

16.2 

16.7 
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20.7 

13.2 
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18.2 
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18.2 
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35.8 

42.4 

47.2 

50.1 

50.0 

37.5 

38.5 

36.2 

34.2 

37.6 

45.8 

43.6 

49.2 

55.0 

42.5 

36.5 

45.8 

48.0 

55.0 

52.2 

33.3 

48.3 

47.2 

42.1 

27.3 

23.6 

27.2 

21.4 

9.1 

15.2 

21.2 

27.5 

26.1 

24.0 

23.4 

19.5 

-

15.4 

19.0 

31.6 

29.4 

25.0 

28.7 

27.9 

15.0 

23.0 

24.3 

23.9 

23.4 

19.7 

14.4 

6.7 

24.7 

22.8 

23.3 

9.1 

5.5 

8.7 

3.2 

9.1 

-

5.5 

9.3 

5.7 

7.4 

3.5 

3.9 

-

-

10.3 

15.8 

11.0 

10.4 

5.5 

3.3 

2.3 

5.2 

1.9 

5.7 

2.0 

3.3 

6.7 

6.3 

4.5 

5.1 

9.1 

2.3 

2.0 

1.9 

54.5 

-

2.1 

1.0 

1.1 

0.7 

2.6 

5.8 

62.5 

-

5.2 

2.6 

1.0 

1.7 

3.3 

1.9 

0.6 

3.2 

5.6 

46.7 

2.3 

2.1 

1.9 

36.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(1500)

男性(596)

女性(893)

無回答(11)

18～19歳（33）

20～29歳（146）

30～39歳（193）

40～49歳（264）

50～59歳（271）

60～69歳（431）

70歳以上（154）

無回答(8）

18～19歳（13）

20～29歳（58）

30～39歳（76）

40～49歳（109）

50～59歳（96）

60～69歳（181）

70歳以上（61）

18～19歳（20）

20～29歳（87）

30～39歳（115）

40～49歳（155）

50～59歳（175）

60～69歳（249）

70歳以上（90）

無回答（15）

東部（576）

中部（290）

西部（623）

無回答（11）

図45 概ね10年度（2030年頃）の鳥取県の将来は、現在と比べて明るいと思うか

明るいと思う どちらかといえば明るいと思う わからない どちらかといえば暗いと思う 暗いと思う 無回答



問 16 問 15 で、その選択肢を選んだ理由について教えてください。【巻末「自由意見」に掲載】 

 

 

問 17 概ね 10 年後（2030 年頃）を見据えたとき、鳥取県の将来について、どのような姿を目指していくこ

とが望ましいと思いますか。（〇は１つ） 

 
～「希望する働き方や子育て、健康や生きがいなど、県民の生活の質の向上」 

「豊かな自然を活かしたゆとり・ぬくもりのある暮しの推進」が上位～ 

 

概ね 10 年後（2030 年頃）を見据えたとき、鳥取県の将来について、どのような姿を目指していくことが

望ましいかについては、「希望する働き方や子育て、健康や生きがいなど、県民の生活の質の向上」が

34.3％、次いで「豊かな自然を活かしたゆとり・ぬくもりのある暮らしの推進」が 21.5％、「災害に強い県土

づくりと防災・危機管理体制整備の推進」が 9.1％となっている。 
性別でみると、「豊かな自然を活かしたゆとり・ぬくもりのある暮しの推進」「AI や IoT、ロボットなどの技

術革新等による経済的成長・発展」は男性の割合が高くなっている。一方で、「希望する働き方や子育て、

健康や生きがいなど、県民の生活の質の向上」「災害に強い県土づくりと防災・危機管理体制整備の推

進」は女性の割合が高くなっている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

34.3 

21.5 

9.1 

7.9 

7.7 

5.0 

3.3 

0.7 

3.1 

7.3 

0% 20% 40% 60%

希望する働き方や子育て、健康や生きがいなど、県民の生活の

質の向上

豊かな自然を活かしたゆとり・ぬくもりのある暮しの推進

災害に強い県土づくりと防災・危機管理体制整備の推進

人と人を繋ぐ地域コミュニティの維持や遊休空き家の利活用な

ど、共助社会の拡大

移住・定住の更なる促進による活力ある街づくり

AIやIoT、ロボットなどの技術革新等による経済的成長・発展

観光促進による賑わいの創造

外国人が地域で活躍する多文化共生社会の実現

その他

無回答

図46 10年後、鳥取県の目指す姿 （n=1,500）
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6.5 

7.4 

7.2 

15.6 

53.3 

5.7 

8.6 

7.5 

45.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(1500)

男性(596)

女性(893)

無回答(11)

18～19歳（33）

20～29歳（146）

30～39歳（193）

40～49歳（264）

50～59歳（271）

60～69歳（431）

70歳以上（154）

無回答(8）

18～19歳（13）

20～29歳（58）

30～39歳（76）

40～49歳（109）

50～59歳（96）

60～69歳（181）

70歳以上（61）

18～19歳（20）

20～29歳（87）

30～39歳（115）

40～49歳（155）

50～59歳（175）

60～69歳（249）

70歳以上（90）

無回答（15）

東部（576）

中部（290）

西部（623）

無回答（11）

図47 概ね10年後（2030年頃）を見据えたとき、鳥取県の将来について、どのような姿を

目指していくことが望ましいと思うか

希望する働き方や子育て、健康や生きがいなど、県民の生活の質の向上
豊かな自然を活かしたゆとり・ぬくもりのある暮しの推進
災害に強い県土づくりと防災・危機管理体制整備の推進
人と人を繋ぐ地域コミュニティの維持や遊休空き家の利活用など、共助社会の拡大
移住・定住の更なる促進による活力ある街づくり
AIやIoT、ロボットなどの技術革新等による経済的成長・発展
観光促進による賑わいの創造
外国人が地域で活躍する多文化共生社会の実現
その他
無回答
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問 18 鳥取県の将来を考える上で重要な人口減少に係る対策として、どれが最も効果的と思わ 

れますか。（〇は１つ） 

 
～「社会減対策（転出の抑制：県内就職の促進等、若者の県内定着など）」 

「自然減対策（出生数の増加：出会い・結婚～妊娠・出産～子育ての切れ目ない支援など）」が上位

～ 

 
鳥取県の将来を考える上で重要な人口減少に係る対策として、最も効果的と思われるものについて、

「社会減対策（転出の抑制：県内就職の促進等、若者の県内定着など）」が 43.9％、次いで「自然減対策

（出生数の増加：出会い・結婚～妊娠・出産～子育ての切れ目ない支援など）」が 31.8％となっている。 

年代別でみると、「社会減対策（転入の増加：IJU ターンの推進、関係人口の増加など）」は 20～50 歳

代で割合が高くなっている。 

性・年代別でみると、「自然減対策（出生数の増加：出会い・結婚～妊娠・出産～子育ての切れ目ない

支援など）」は男性の 40 歳以上、女性の 30 歳代、70 歳以上で割合が高くなっている。「社会減対策（転

入の増加：IJU ターンの推進、関係人口の増加など）」は男性は年齢が下がるにつれ、割合が高くなり、

女性は 50 歳代の割合が高くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

43.9 

31.8 

16.8 

3.8 

3.7 

0% 20% 40% 60%

社会減対策（転出の抑制：県内就職の促進等、若者の県内定着 など）

自然減対策（出生数の増加：出会い・結婚～妊娠・出産～子育ての切

れ目ない支援 など）

社会減対策（転入の増加：IJUターンの推進、関係人口の増加 など）

自然減対策（死亡数の減少：健康寿命の延伸、先進医療の導入 など）

無回答

図48 人口減少に係る対策 （n=1,500）
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全体(1500)
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無回答(11)

18～19歳（33）

20～29歳（146）

30～39歳（193）

40～49歳（264）

50～59歳（271）

60～69歳（431）

70歳以上（154）

無回答(8）

18～19歳（13）

20～29歳（58）

30～39歳（76）

40～49歳（109）

50～59歳（96）
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18～19歳（20）
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60～69歳（249）

70歳以上（90）

無回答（15）

東部（576）

中部（290）

西部（623）

無回答（11）

図49 鳥取県の将来を考える上で重要な人口減少に係る対策として、

どれが最も効果的と思われるか

社会減対策（転出の抑制：県内就職の促進等、若者の県内定着 など）
自然減対策（出生数の増加：出会い・結婚～妊娠・出産～子育ての切れ目ない支援 など）
社会減対策（転入の増加：IJUターンの推進、関係人口の増加 など）
自然減対策（死亡数の減少：健康寿命の延伸、先進医療の導入 など）
無回答
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問 19 問 18 で回答いただいた項目で、具体的な施策案があれば教えてください。【巻末「自由意見」に 

掲載】  

 

 

問 20 人口減少による懸念事項として、あてはまる項目はどれですか。（〇は２つまで） 

 
～「若者が減少して活気がなくなる（若者が減少しまちの賑わいが減少）」 

「高齢化による医療・介護ニーズ増加と支え手の不足」 

「空き家・空き地の増加（相続人や後継ぎの不在等）」が上位～ 

 

 人口減少による懸念事項について、「若者が減少して活気がなくなる（若者が減少しまちの賑わいが

減少）」が 39.1％、次いで「高齢化による医療・介護ニーズ増加と支え手の不足」が 26.6％、「空き家・空

き地の増加（相続人や後継ぎの不在等）」が 22.5％となっている。 
 年代別でみると、「若者が減少して活気がなくなる（若者が減少しまちの賑わいが減少）」は全ての年

代で割合が高く、「高齢化による医療・介護ニーズ増加と支え手の不足」は 20 歳代、50 歳代で割合が高

く、「空き家・空き地の増加（相続人や後継ぎの不在等）」は老年層に向かって割合が高くなっており、「現

役世代への社会保障負担の増加」は 20～40 歳代で割合が高い。 

 性・年代別でみると、「高齢化による医療・介護ニーズ増加と支え手の不足」は男性の 30～40 歳代に比

べ、女性の 30～40 歳代の割合が高くなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39.1 

26.6 

22.5 

20.9 

16.4 

15.3 

14.1 

11.8 

10.3 

4.3 

1.2 

1.6 

3.8 

0% 20% 40% 60%

若者が減少して活気がなくなる（若者が減少しまちの賑わいが減少）

高齢化による医療・介護ニーズ増加と支え手の不足

空き家・空き地の増加（相続人や後継ぎの不在等）

地域内の経済縮小（若者起業家の減少や人口減による産業の衰退等）

公共交通機関の縮小（利用者減による路線の廃止等）

現役世代への社会保障負担の増加

公共サービスの質の低下（税収低下によるサービス維持の困難等）

労働者の減少による企業活動の鈍化

民間事業者の撤退により買い物が不便になる（利用者減による悪循環）

後継者不足による伝統文化の衰退

治安の悪化

その他

無回答

図50 人口減少による懸念事項 （n=1,500）



図 51 人口減少による懸念事項として、あてはまる項目はどれですか 
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化の衰退 治安の悪化 その他 無回答
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